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厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

総括研究報告書（令和 ４ 年度） 

 

「ゲノム編集食品の安全性確保に関する取り組みの周知と 

さらなる安全性確保に寄与する手法の探求」 

 

研究代表者 田口 千恵 （国立医薬品食品衛生研究所） 

 

 

研究要旨： 

ゲノム編集は急速に進歩している新しい技術であり、その活用が期待されているが、ゲノ

ム編集食品を不安視する声が多く、国民に受け入れられているとは言い難い。ゲノム編集食

品の届出制度では、事前相談において、ゲノム編集食品の開発者が安全性に関する解析を十

分に行ったかを専門家が詳細に確認しているが、この安全性確認の実態が国民に広く伝わ

っているとは言えず、また、現在の安全性確認手法は今後生み出されるゲノム編集食品にお

いても十分であるかを検討しておく必要がある。 

そこで本研究では、（1）ゲノム編集食品の安全性はどのように確保されているのかを周知

し、ゲノム編集食品に関する国民の理解と受容の向上を目指すこと、（2）現在の安全性確認

手法の良い点や改善の余地がある点を検討し、ゲノム編集食品の安全性をさらに確保する

方法を探ること、を目的としている。 

 3 年計画の本研究において、2 年目（令和 4 年度）は、ゲノム編集食品の安全性確保に

関する取り組みの実態を伝えるための情報提供媒体を完成させ、安全性確認手法に対する

専門家の意見を聞く調査を開始した。そして最終年度（令和 5 年度）には、作成した情報提

供媒体を国民へ広く発信することでゲノム編集食品に関する国民理解と受容の向上を目指

すとともに、今後生み出されるゲノム編集食品にも対応できるよう、取り入れるべき新たな

視点を見出して行政へ提案することで、ゲノム編集食品のさらなる安全性確保と厚生労働

行政の施策への反映を目指す。 

 

 

A. 研究目的 

令和 2 年 12 月にゲノム編集トマトが日

本で初めて厚生労働省に届出受理され、こ

れまでに 4 品目のゲノム編集食品が届出さ

れているが、ゲノム編集食品を不安視する

声が多く、国民に受け入れられているとは

言い難い。今後イノベーションを推進して

いくためにも、新開発食品に対する国民理

解と受容を向上させることが重要である。 

ゲノム編集食品の届出制度では、事前相

談において安全性の確認が行われ、届出に

該当するか安全性審査に該当するかの判断

がなされるが、その過程の詳細はほとんど

知られていない。ゲノム編集食品の開発者
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がどのような解析を行って申請しているの

か、それらの解析結果を示した提出資料を

もとに薬事・食品衛生審議会食品衛生分科

会新開発食品調査部会遺伝子組換え食品等

調査会（以下、調査会）メンバーはどのよう

な視点で安全性の確認を行っているのか、

そして必要であれば開発者に追加の資料を

求めるといった安全性確保の実態を正しく

周知することは、国民理解を得るうえで必

要不可欠である。 

また、ゲノム編集食品の安全性はこれま

での育種技術と同等と考えられているが、

急速に開発が進む新しい技術であることか

ら、現在の安全性確認手法が今後生み出さ

れるゲノム編集食品においても十分である

かはわからない。今後の技術の進歩をふま

えて、現在の安全性確認手法の良い点や改

良の余地がある点を検討しておく必要があ

る。薬学や農学分野などの専門家に現在の

安全性確認手法に関する意見を聞き、今後

取り入れるべき新たな視点が見出されれば、

さらなる安全性の確保につながり得る。 

そこで本研究は、１）ゲノム編集食品の安

全性確保に関する取り組みの実態を国民に

正しく周知することと、２）さらなる安全性

確保に寄与する手法を探求することを目的

とする。今年度は、安全性確保に関する取り

組みを紹介するためのモデルケースを完成

させ、専門家への調査を開始する。 

 

B. 研究方法 

本研究 2 年目（令和 4 年度）は、下記の

計画で研究を進めた。 

① 情報提供媒体の完成 

1 年目に作成したモデルケースを紹介す

る媒体を完成させる。動画、補足資料に加

え、より興味をもちやすい媒体としてマン

ガ（16 ページ）を作成する（日本語版、英

語版）。 

② さまざまな分野の専門家の意見収集 

安全性確認手法の具体例に対する専門家

（医学、薬学、農学、食品学などに関わる研

究者や学識者等）の意見を聞くためにアン

ケート等の準備を行う。技術の進歩により

今後生み出されるゲノム編集食品を想定し

たうえで、現在の安全性確認手法の良い点

や改良すべき点、今後安全性確認に取り入

れるべき項目などに関する意見の収集を開

始する。さらに、諸外国の制度に関するアッ

プデート情報を調査し、日本の制度の特徴

等を把握する。 

 

C. 研究結果および考察 

 まず、①情報提供媒体の完成では、初年度

に情報収集して考えたモデルケースを紹介

する情報提供媒体を３種類完成させた。は

じめに作成した２種類の情報提供媒体（動

画と補足資料）と比べ、３つ目に作成したマ

ンガは前述の２つよりも親しみやすく楽し

く読み進めることができるものとなったと

思われる。ゲノム編集食品の安全性確認過

程においては解析手法などの学術的・専門

的な用語を取り上げざるを得ないが、動画

では難しい言葉を使わずに概要を説明する

にとどめ、その代わりに補足資料では詳細

な説明を盛り込んだ。マンガでは安全性確

認の部分のみならず、ゲノムとは、遺伝子と

は、といったゲノム編集食品の理解に必要

な単語についても、易しい言葉を選んで解

説を加えた。複数の媒体を作成したことで、

個人の理解度に応じて選択することを可能

にした。 
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 また、厚生労働省より国際会議への出席

を依頼されたため、マンガの英語版資料も

作成した。ゲノム編集技術応用食品等の規

制当局者が参加する多国間会議にて、日本

のゲノム編集食品に関する届出制度におけ

る安全性の確認方法に関するマンガを配布

し情報発信を行った。 

＜作成した資料＞ 

・動画

http://www.nihs.go.jp/dnfi/mp4/GE_potato_mo

vie.mp4 

・補足資料

http://www.nihs.go.jp/dnfi/pdf/GE_potato_PDF

.pdf 

・マンガ

http://www.nihs.go.jp/dnfi/pdf/GE_potato_com

ic.pdf 

・マンガ（英語版）

http://www.nihs.go.jp/dnfi/pdf/GE_potato_com

ic_En.pdf 

 また、初年度に行ったゲノム編集食品の

安全性確保に対する一般消費者の意識を把

握するための調査から、ゲノム編集食品が

流通するまでの過程を知ることが受容の向

上につながり得る可能性を見出し、学会発

表を行った。 

 そして、②さまざまな分野の専門家の意

見収集では、まず今年度は日本分子生物学

会の学会員へ意見収集への協力を依頼した。

日本分子生物学会を選んだ理由は会員数

13,000 名を超える規模の大きな学会である

とともに基礎系の研究者が多く所属してお

り、解析手法に関する知識に富む会員が多

いと考えたからである。日本分子生物学会

の HP に調査協力のお願い文書や情報提供

媒体３種類とアンケートフォームへのリン

クを掲載してもらい、インセンティブなし

での協力を依頼した。さらに回答者数を増

やすために、来年度も継続して行うととも

に、他学会への協力の依頼を検討している。 

 さらには、ゲノム編集技術応用食品等の

規制調和に向けた活動や国民理解の施策の

共有を目的とした規制当局者が参加する多

国間会議に参加し、諸外国のゲノム編集食

品に対する規制の最新情報や動向を入手す

るとともに、日本の制度やリスクコミュニ

ケーションの状況について発表を行った。

日本の制度については英文論文（総説）を執

筆し情報発信を行った。 

 

D. 結論 

ゲノム編集食品の安全性確保に関する取

り組みを紹介するための媒体（動画、補足資

料、マンガ）を完成させた。また、現在の安

全性確認手法の良い点や改良すべき点、今

後安全性確認に取り入れるべき項目などに

関する専門家からの意見の収集を開始した。 

 

E. 健康危険情報 

該当なし 

 

F. 研究発表 

1. 論文発表 

Kondo K, Taguchi C: Japanese regulatory 

framework and approach for genome-edited 

foods based on latest scientific findings. Food 

Safety. 10: 113-128, 2022 

2. 学会発表 

Taguchi C, Kondo K: The influence of 

information provision on the acceptance level 

of genome-edited foods among Japanese 

consumers: 22nd International Congress of 
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Nutrition: Tokyo, Japan: December 2022 

田口千恵、近藤一成：ゲノム編集食品に対す

る国民理解の向上を目指した取り組み：第

59 回全国衛生化学技術協議会年会：神奈川：

2022 年 10-11 月 

3. その他 

Taguchi C: Risk communication tools for 

genome-edited foods in Japan: Global 

Biotechnology Regulators Meeting: Brussels, 

Belgium: November 2022 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

該当なし 

 


